
e-mail info@yasuda-nagomi.com　  HP  https://yasuda-nagomi.com/

［お問い合わせ］ 
  安田まちなみ交流館・和  TEL/FAX 0887‐38‐3047

主催  安田町、安田町教育委員会
後援  株式会社東京映画社、高知新聞社、ＮＨＫ高知放送局、
　　　ＲＫＣ高知放送、ＫＵＴＶテレビ高知、ＫＳＳさんさんテレビ、エフエム高知

「浄瑠璃語りと西畑人形の解説」
講師：竹本美園氏
　　  西畑人形保存会の皆さん
日時：11月10日（日） 14：00～
場所：安田まちなみ交流館・和
事前に「安田まちなみ交流館和」まで
お申込みください
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「六世竹本土佐太夫　昭和5（1930）年1月文楽座にて」（安田町教育委員会蔵）



安田まちなみ交流館・和（なごみ）

（祝日の場合その翌営業日）・年末年始（12/28～1/2）
（最終入館16：30）
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土佐太夫のSPレコード
（今井章博氏蔵）

「土佐太夫家族写真　明治30（1897）年前後推定」
（安田町教育委員会蔵）

「土佐太夫襲名時色紙　大正13（1924）年9月」前期展示
（安田町教育委員会蔵）

「土佐太夫文楽座引退披露時色紙　昭和12（1937）年」後期展示
（安田町教育委員会蔵）
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「土佐太夫襲名披露　大正13（1924）年9月」（安田町教育委員会蔵）


